




A Trial of Psychoeducational Group Leadership Training （4）:
A Text-mining Analysis of Reflection-reports
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Abstract
　The purpose of this study was to examine the effectiveness of the psychoeducational leadership training program pre-
pared by Furuya, Kakegawa & Otoyama (in print) using text-mining procedure. Thirty university students participated in 
this training program in the class of the university. They were requested to submit three reports about contents of their 
reflections in skill training exercise. Eighty one reports about ten kinds of exercise were obtained and analyzed. The exer-
cise was classified in four types of understanding-self-and-others, dialogue, presentation and group-activity. As a result of 
frequent appearance words extracted according to the type of exercise, it was confirmed that the contents of the reports 
were in line with the aim of the exercise. Furthermore, it was analyzed about the nouns which pointed at a person, the 
nouns which showed a feature of a person and verbs to express activity. As a result of correspondence analysis, it was 
suggested that participants deepened insight about basic leadership skills by experiencing exercise. These results sup-
ported the effectiveness of the training program.
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自他理解 伝達型 対話型 集団活動
順位 頻度 名詞 頻度 名詞 頻度 名詞 頻度 名詞
1 127 自分 68 相手 140 自分 82 意見
2 64 * 私 62 * 図形 109 相手 71 自分
３ 61 人 49 自分 69 私 68 グループ
4 46 相手 49 人 57 * 攻撃 | 的 67 課題
5 36 * 紹介 49 * 説明 55 意見 59 人
6 34 * 質問 44 * 文章 49 * スクリプト 57 情報
7 27 場合 32 * 絵 46 人 54 * 国会 | 議員
8 26 部分 30 * 流れ星 44 * アサーション 42 理由
9 26 発表 26 理解 39 * 主張 37 私
10 25 * 性格 26 指示 37 グループ 36 * 妻
11 23 * 自己 | 紹介 24 * ワーク 37 * 状況 27 * 決定
12 23 * 他己 | 紹介 22 私 34 * 結果 26 それぞれ
1３ 22 * 子ども 22 * 家 26 話 25 * 順位
14 21 情報 21 * プレゼンテーション 26 * 受動 | 的 24 * 地図
15 20 * 結果 18 部分 24 * 立場 24 * 少女
16 18 説明 18 課題 21 * コミュニケーション 21 メンバー
17 18 * 自我 | 状態 18 * ディテール 20 * 主張 | 的 20 * リーダー
18 17 グループ 17 内容 19 表現 19 * 危機
19 17 自分 | 自身 17 確認 18 * 場合 19 * 住職
20 17 * 取扱 | 説明 | 書 16 * 紙 18 尊重 18 全員
21 16 心 16 * アイデア 17 行動 18 * 問題
22 15 内容 16 * 説明 | 文 17 発言 18 * 警察官
2３ 15 他人 15 具体 | 的 17 * 受け身 | 的 17 * ワーク
24 15 好き 15 * 用紙 16 友人 17 役割
25 15 * 分析 14 * 問題 14 理解 17 * 優先 | 順位
26 15 * 親 14 * 線 14 * 場面 16 必要
27 14 必要 14 伝達 14 感情 16 * 医学 | 生
28 14 体験 13 質問 14 対応 16 * 寺
29 14 自身 13 グループ 13 発表 15 * 結果
３0 13 他者 13 好き 12 * ワーク 14 重要
３1 13 * NP 13 言葉 12 言葉 14 グループ | ワーク
３2 12 場面 13 * 月 12 必要 14 答え
３３ 12 雰囲気 13 * 円 12 方法 13 話し合い
３4 11 理解 12 * コミュニケーション 12 * 聞き手 13 * 逮捕 | 歴
３5 11 言葉 12 * プレゼン 12 気持ち 13 * 女性
３6 11 感情 11 必要 11 内容 13 * 武装
３7 11 人間 11 * 木 11 * フィードバック 13 * 収容
３8 11 * AC 11 * 図 10 部分 12 時間
３9 11 * 因子 11 * ひし形 10 他人 12 * 紙
40 11 * CP 11 * おすすめ 10 意味 12 ヒント
41 10 課題 10 * 結果 10 * 話し手 12 * 女子 | 学生
42 10 それぞれ 10 重要 10 * 発言 | 者 12 * セールスマン
4３ 10 特徴 10 日本人 12 * 妊娠
44 10 * 交流 | 分析 10 お金 12 先入観
45 10 * FC 11 話
46 11 場
47 11 納得
48 11 * 子ども
49 11 順番
50 11 論理 | 的
51 11 価値 | 観
52 11 * うつ病







60 10 * バーテン









　各エクササイズ・タイプ別の頻出語（頻度 6 以上）を表 ３ に示した。上位10位までの単語で全タイプ共通にあがって
いるのは「感じる」と「言う」の 2 つである。また、「伝える」は集団活動を除く ３ タイプで、「聞く」は伝達型を除く
表 3 　エクササイズ・タイプ別の頻出動詞・サ変接続名詞のリスト
エクササイズ・タイプ
自他理解 伝達型 対話型 集団活動
順位 頻度 名詞 頻度 名詞 頻度 名詞 頻度 名詞
1 36 紹介 95 描く 55 意見 82 意見
2 34 質問 55 分かる 48 言う 39 決める
３ 33 言う 50 書く 39 主張 27 決定
4 27 感じる 49 説明 33 伝える 25 持つ
5 26 伝える 31 伝える 27 感じる 22 感じる
6 26 発表 26 理解 26 話 20 まとめる
7 25 分かる 26 指示 25 聞く 18 言う
8 25 持つ 25 見る 22 話す 16 書く
9 23 聞く 21 感じる 19 表現 15 出す
10 18 説明 18 言う 18 尊重 14 聞く
11 16 知る 17 確認 17 見る 13 分かる
12 15 書く 15 出来る 17 行動 13 出来る
1３ 15 見る 14 持つ 17 発言 13 話し合い
14 15 例える 14 話す 16 演じる 13 出し合う
15 15 分析 14 困る 14 分かる 12 出る
16 14 体験 14 伝達 14 理解 12 配る
17 12 話す 13 質問 14 対応 11 話
18 12 言える 13 違う 13 使う 11 見る
19 12 表す 12 使う 13 発表 11 納得
20 11 理解 12 プレゼン 12 食べる 11 決まる
21 10 まとめる 11 伝わる 11 まとめる 10 話し合う
22 9 違う 11 おすすめ 11 フィードバック 9 主張
2３ 9 当てはまる 9 使用 10 意味 9 作る
24 9 行動 9 表現 9 言える 9 選ぶ
25 8 分ける 9 経験 9 行く 9 判断
26 8 作る 9 作業 8 書く 8 発言
27 8 作成 8 分析 8 出来る 8 理解
28 8 工夫 8 体験 8 伝わる 8 述べる
29 7 使う 8 話 8 体験 8 選択
３0 7 残る 8 読む 8 変える 8 優先
３1 7 受ける 8 渡す 8 分かれる 8 与える
３2 7 示す 8 描ける 8 作成 8 イメージ
３３ 7 欠ける 8 配布 8 出る 8 しれる
３4 7 意見 8 想像 8 述べる 8 参加
３5 6 伝わる 7 聞く 8 とる 7 話す
３6 6 聴く 7 実施 8 対立 7 異なる
３7 6 述べる 7 引く 7 確認 7 進める
３8 6 深める 7 向かう 7 挙げる 7 違う
３9 6 イメージ 7 出掛ける 7 配慮 7 解決
40 6 使用 6 発表 7 作る 7 説得
41 6 判断 6 イメージ 7 関係 7 助ける
42 6 インタビュー 6 求める 7 得点 6 作成
4３ 6 構成 7 提案 6 確認
44 6 配る 7 要求 6 来る
45 6 解釈 6 会話 6 経験
46 6 教示 6 決める 6 慣れる
47 6 入る 6 協力
48 6 やり取り 6 入れる



















































結果を図 1 に示した、なお、特異値は第 1 次元0.449、第 2 次元0.254で、累積寄与率は0.870であった。
　各エクササイズ・タイプの布置を見ると、第 1 次元の正方向に集団活動が、第 2 次元の正の方向に自他理解、負の方












語 集団活動 対話型 伝達型 自他理解 合 計
1 意見 82 55 3 7 147
2 情報 57 7 8 21 93
３ 理解 8 14 26 11 59
4 主張 9 39 0 1 49
5 言葉 2 12 13 11 38
6 性格 1 6 0 25 32
7 感情 4 14 0 11 29
8 好き 0 0 13 15 28
9 気持ち 1 12 3 5 21
10 考え 4 9 2 5 20
12 感想 3 2 9 3 17
1３ 能力 5 2 1 5 13
14 苦手 2 8 0 3 13
15 特徴 1 1 1 10 13
16 認識 3 5 1 4 13
17 配慮 1 7 4 1 13
18 先入観 12 0 0 0 12
19 論理 | 的 11 0 1 0 12
20 価値 | 観 11 0 0 1 12
21 解釈 2 2 6 1 11
22 意識 1 2 5 3 11
2３ 自信 5 1 3 1 10
24 自己 | 理解 2 1 0 7 10
25 表情 0 4 5 1 10
26 趣味 0 0 1 9 10
27 緊張 0 3 3 4 10
28 偏見 6 1 0 2 9
29 印象 1 3 0 5 9
３0 嫌い 0 1 0 8 9
３1 積極 | 的 7 0 1 0 8
３2 姿勢 1 5 2 0 8
３３ 視線 0 7 1 0 8
３4 説得 | 力 3 0 3 1 7
３5 態度 2 4 0 1 7















クササイズ・タイプとの関連を分析した。分析対象とした単語を表 5 に示した。コレスポンデンス分析の結果は図 ３ の





















































語 集団活動 対話型 伝達型 自他理解 合 計
1 言う 18 48 18 33 117
2 分かる 13 14 55 25 107
３ 感じる 22 27 21 27 97
4 伝える 5 33 31 26 95
5 書く 16 8 50 15 89
6 説明 2 4 49 18 73
7 聞く 14 25 7 23 69
8 理解 8 14 26 11 59
9 話す 7 22 14 12 55
10 主張 9 39 0 1 49
11 質問 1 0 13 34 48
12 決める 39 6 1 2 48
1３ まとめる 20 11 3 10 44
14 表現 2 19 9 5 35
15 確認 6 7 17 4 34
16 指示 1 2 26 0 29
17 知る 3 3 5 16 27
18 分析 1 2 8 15 26
19 発言 8 17 0 1 26
20 尊重 4 18 0 0 22
21 述べる 8 8 0 6 22
22 選ぶ 9 4 4 0 17
2３ 話し合い 13 2 1 0 16
24 判断 9 1 0 6 16
25 表す 0 2 2 12 16
26 納得 11 1 1 2 15
27 会話 5 6 1 3 15
28 聴く 3 3 3 6 15
29 進める 7 5 1 1 14
３0 出し合う 13 1 0 0 14
３1 話し合う 10 3 0 1 14
３2 求める 2 1 6 5 14
３３ 受ける 1 4 2 7 14
３4 示す 1 4 2 7 14
３5 工夫 0 1 4 8 13
３6 決まる 11 1 0 0 12
３7 与える 8 3 0 1 12
３8 解釈 2 2 6 1 11
３9 参加 8 0 1 1 10
40 説得 7 0 2 0 9
41 解決 7 1 1 0 9














ことを示唆している。実際、スキル訓練全体を通して、NP や AC の自我状態が高い人は自己主張したり、集団の中で
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